
 
(1) 作品の一つ、 

「ギリシャ神話・トロイ物語」。
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HOME > 港区探訪 > No.1を訪ねて 第5回 金属装身具製作技能士 吉村元晴さん

世界一世界一世界一世界一、、、、日本一日本一日本一日本一、、、、世界初世界初世界初世界初などなどなどなど、「、「、「、「No.1」」」」とととと認認認認められためられためられためられた実実実実績績績績があるがあるがあるがある、、、、 

港港港港区区区区でででで働働働働くくくく人物人物人物人物やややや場所場所場所場所をををを紹介紹介紹介紹介していますしていますしていますしています。。。。  

第第第第5回回回回はははは、、、、緻密緻密緻密緻密なななな作業作業作業作業でででで美美美美しいしいしいしい宝宝宝宝飾品飾品飾品飾品をををを作作作作りりりり出出出出すすすす技能士技能士技能士技能士、、、、吉村元晴吉村元晴吉村元晴吉村元晴さんをさんをさんをさんを訪訪訪訪ねねねね、、、、  

普段普段普段普段のののの仕事仕事仕事仕事内内内内容容容容やややや「「「「第第第第25回技能回技能回技能回技能グランプリグランプリグランプリグランプリ」」」」でででで日本一日本一日本一日本一にににに輝輝輝輝いたいたいたいた技術技術技術技術についてについてについてについて伺伺伺伺いましたいましたいましたいました。。。。

 

吉村元晴吉村元晴吉村元晴吉村元晴さんがさんがさんがさんが、、、、美美美美しいしいしいしいジュエリージュエリージュエリージュエリーをををを作作作作りりりり出出出出すすすす職人職人職人職人、、、、 
貴金貴金貴金貴金属属属属装装装装身具製作技能士身具製作技能士身具製作技能士身具製作技能士をををを目指目指目指目指したきっかけしたきっかけしたきっかけしたきっかけ。。。。

そもそものきっかけは、高校生の時に見た専門学校の新聞記事でした。なんと
なく興味がわき、実際に見学にいった際、シルバーのアクセサリーを作る学生を
見て、「かっこいい」と思ったのです。 
小さなものを一から手がけるものづくりが好きだったので、卒業後の進学先に選
びました。 
そこで1年間学んだ後、池田エンタープライズに就職し、貴金属を使ってネックレ
スやイヤリング、指輪などのジュエリーを作る貴金属装身具製作技能士、いわ
ば職人になりました。

ジュエリーの素材となる金属や宝石類は、それぞれ性質や加工技術が異なるた
め、素材に関する豊富な知識が必要です。 
また、金属を彫る彫金、熱した金属を叩いて加工する鍛金、金属を溶かして型
に流し込んで固める鋳金といった、緻密な技術も要求されます。  
こうした知識や技術を駆使して素材をジュエリーに成形していきます。



 
鋸で模様を切り出す精緻な作業。

 
大会では右の金属の素材を加工して、 

10時間で左のように仕上げます。

デザイナーデザイナーデザイナーデザイナーのののの想想想想いをいをいをいを具体化具体化具体化具体化するためにするためにするためにするために、、、、豊豊豊豊かなかなかなかなセンスセンスセンスセンスとととと技術技術技術技術がががが必要必要必要必要とされるとされるとされるとされる世界世界世界世界。。。。

池田エンタープライズは、デザイナー池田啓子が、世界中を旅しながらインスピ
レーションを受けてイメージしたものを、技能士がジュエリーとして具体化し作り
上げていくというスタイルです。 
一般的な技能士は、すでに詳細まで決まった設計図と素材を渡されて作ってい
くことが多いので、大変珍しい環境といえるでしょうね。

デザイナーの想いを職人が形にする際、そのイメージを昇華するセンスが必要
となります。技術は手段でしかないので、いかにその想いを作品として表現して
いくかは、お互いの信頼関係が最も重要となります。 
時には口論になることもありますが、よいものを作りたいという想いはデザイナ
ーも職人も同じです。 
わからないから理解しない、言われたことだけやっていればいい、という姿勢で
は自分の成長も止まってしまうため、打ち合わせの機会を大切にしています。

よいデザインを具体化するには高い技術が必要で、技術を生かすためにはデザインセンスが必要です。 
技術は誰かから教わるものではなく、先輩の技を見て、失敗しながら覚えていくのが基本。説明があると、かえって固定観念
にとらわれてしまいますが、自分で覚えて技術を磨くと、相手が伝えたいことが理解できるようになります。

技能日本一技能日本一技能日本一技能日本一にににに輝輝輝輝いたいたいたいた吉村吉村吉村吉村さんのさんのさんのさんの今後今後今後今後のののの夢夢夢夢。。。。

2年に一度開催される「技能グランプリ」は、さまざまな職種の熟練技能者が技
能の日本一を競う大会。初出場したときは3位だったのですが、せっかくなら1
位を取りたいと思い、2年後に再度挑戦しました。 
大会の3ヶ月前に課題図が発表されてからは練習の毎日。仕事が終わった後
に徹夜で練習することもしばしばありました。 
通常なら30時間かかる製作を、大会では10時間で終えなければならないの
で、工程の見直しも重要でした。 
18金などの素材を用いた本番さながらの練習をするには、かなりのお金がか
かりましたね。

練習を重ねて「第25回技能グランプリ」に出場し、第1位に選ばれたときは、周りの出場者たちと抱き合いました。 
戦友というか、お互いの苦労がわかっていたので、誰が勝っても賞賛しようという雰囲気がありました。自分自身、出せる力
は出し切ったので、他の出場者に「よくここまでやったな」と言われたときは本当にうれしかったです。

しかし、こういった大会は稀で、仕事をしているだけではどうしても世界が狭くなってしまいます。だからこそ大会に出場しまし
たし、その結果世界は広がりました。 
今後は、技術はもちろんですが、さまざまな人との交流によって刺激を受け、さらにセンスを磨いていきたいです。 
結果として、池田ブランドを後世に残していく、というのが最大の夢です。 
皆さんにジュエリーの魅力をもっと知っていただき、身につけるだけで気分が高揚するような素晴らしい作品を作りたいと思
っています。

吉村吉村吉村吉村さんをさんをさんをさんを知知知知るるるる3つのつのつのつのポイントポイントポイントポイント

［［［［1］］］］ジュエリージュエリージュエリージュエリー製作製作製作製作にににに込込込込めためためためた想想想想いいいい

つけた女性に喜んでほしいと思いながらジュエリーを製作しているという吉村さん。似合
うジュエリーをつけることで、女性の魅力が何倍にも輝き、凛とした表情になっていくのが
最大の喜びだそうです。

プロフィール：日本宝飾クラフト学院卒業後、池田エンタープライズに入社。現在はアトリ
エのチーフとしてすべての作品を手がけている。

［［［［2］］］］独独独独特特特特のののの世界世界世界世界観観観観をををを持持持持つつつつ美美美美しきしきしきしきジュエリージュエリージュエリージュエリー

デザイナーがつくり出すテーマと想いを、ジュエリーとして形にしていきます。 
(1)の「ギリシャ神話・トロイ物語」は、スパルタの王妃ヘレネとトロイの王子パリスの恋物語から戦争へと発展していく壮大な
物語がベースになっています。 



 
左：(2)「アフリカ 熱きドラムの響き」 

右：(3)「ニューヨークの昼下がり」

(2)の「アフリカ 熱きドラムの響き」は、太鼓の音で意思の伝達を図る
トーキングドラムの根源的なリズムに音楽の原点を見出した作品。 
(3)の「ニューヨークの昼下がり」は、マンハッタンの摩天楼からハイ
ウェイを見下ろす束の間の休息を表現しています。

［［［［3］］］］難難難難関関関関をををを突破突破突破突破したしたしたしたエリートエリートエリートエリート集集集集団団団団

2年に一度開催される「技能グランプリ」。「貴金属装身具」職種の出場資格は、国家資格である「1級貴金属装身具製作技能
士」を取得していること。 
吉村さんの受験時は、実務経験10年（現在は7年）と課題製作が条件でした。 
機械のような正確性と100分の1の精度が求められるこの資格の合格率は高くありません。しかし吉村さんをはじめ、池田エ
ンタープライズで働く技能士は全員一発合格しているそうです。

 

ジュエリーサロンジュエリーサロンジュエリーサロンジュエリーサロン イケダイケダイケダイケダ

『美しいね、と言われるだけでなく、楽しいね、と言われるも
のを創りたい。――そんな思いをこめて、身近な花や小鳥
から、世界の歴史や神秘にまで目をひろげ、ゴールドと宝
石で描きつづけています』 
デザイナー池田啓子さんが創造するジュエリーは、吉村さ
んの手で美しい作品として完成されます。「ジュエリーサロ
ン イケダ」は完全予約制のサロン。数々の美しいジュエリ
ー以外にも、池田さんが世界中で手に入れた貴重な楽器
や置物などを見学することができます。

◆◆◆◆ジュエリーサロンジュエリーサロンジュエリーサロンジュエリーサロン イケダイケダイケダイケダ（（（（池田池田池田池田エンタープライズエンタープライズエンタープライズエンタープライズ））））

港区西麻布1-3-16 池田ビル2F 
東京メトロ・都営地下鉄 六本木駅より徒歩5分 
TEL. 03-3408-0970 
HP http://www.nefertiti.co.jp/

●完全予約制（必ず事前にご連絡ください）

▲このページのトップへ

｜個人情報保護について [PDF]｜

 
(公益財団法人 港区スポーツふれあい文化健康財団) 

港区赤坂4-18-13赤坂コミュニティーぷらざ 

電話：03-5770-6837/Fax：03-5770-6884 

お問い合わせ：fureai-info@kissport.or.jp
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